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点
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〈
解
説
〉

1１　

「
示
」
の
訓
読
み
は
「
し
め
（
す
）
」
。
「
示
唆
」
と
は
「
そ
れ
と
な
く
教
え
る
こ
と
」
。

２　

「
気
」
に
は
「
キ
」
の
音
読
み
も
あ
る
。
「
配
」
の
訓
読
み
は
「
く
ば
（
る
）
」
。

３�　

「
遂
」
の
訓
読
み
は
「
と
（
げ
る
）
」
。
「
行
」
に
は
「
ギ
ョ
ウ
」
の
音
読
み
も
あ
り
、
訓
読
み
は

「
い
（
く
）
、
ゆ
（
く
）
、
お
こ
な
（
う
）
」
。

４�　

「
境
」
に
は
「
キ
ョ
ウ
」
の
音
読
み
も
あ
り
、
訓
読
み
は
「
さ
か
い
」
。
「
内
」
に
は
「
ナ
イ
」
の

音
読
み
も
あ
り
、
訓
読
み
は
「
う
ち
」
。

５�　

「
遺
」
に
は
「
イ
」
の
音
読
み
も
あ
る
。
「
言
」
に
は
「
ゲ
ン
」
の
音
読
み
も
あ
り
、
訓
読
み
は

「
い
（
う
）
、
こ
と
」
。

６�　

「
緩
」
の
訓
読
み
は
「
ゆ
る
（
い
）
、
ゆ
る
（
や
か
）
、
ゆ
る
（
む
）
、
ゆ
る
（
め
る
）
」
、

「
和
」
の
訓
読
み
は
「
や
わ
（
ら
ぐ
）
、
や
わ
（
ら
げ
る
）
」
「
な
ご
（
む
）
、
な
ご
（
や
か
）
」
。

７　

「
操
」
の
音
読
み
は
「
ソ
ウ
」
で
、
操
縦
・
操
作
・
体
操
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

８　

「
巧
」
の
音
読
み
は
「
コ
ウ
」
で
、
巧
妙
・
技
巧
・
精
巧
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

９　

「
募
」
の
音
読
み
は
「
ボ
」
で
、
募
集
・
募
金
・
応
募
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

10　

「
衣
」
の
音
読
み
は
「
イ
」
で
、
衣
装
、
衣
食
住
、
衣
服
、
脱
衣
所
、
着
衣
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

11�　

「
潜
」
の
訓
読
み
に
は
「
も
ぐ
（
る
）
」
も
あ
る
。
音
読
み
は
「
セ
ン
」
で
、
潜
水
・
潜
伏
・
潜
在

な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

12　

「
紛
」
の
音
読
み
は
「
フ
ン
」
で
、
紛
争
・
内
紛
・
紛
失
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

2２　

「
待
」
の
訓
読
み
は
「
ま
（
つ
）
」
。

国
語
国
語
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３　

「
効
」
の
訓
読
み
は
「
き
（
く
）
」
、
「
率
」
の
訓
読
み
は
「
ひ
き
（
い
る
）
」
。

４　

「
供
」
の
訓
読
み
は
「
そ
な
（
え
る
）
、
と
も
」
。

５�　

「
業
」
の
訓
読
み
は
「
わ
ざ
」
。

６　

「
構
」
の
訓
読
み
は
「
か
ま
（
え
る
）
、
か
ま
（
う
）
」
、
「
築
」
の
訓
読
み
は
「
き
ず
（
く
）
」
。

７　

「
導
」
の
音
読
み
は
「
ド
ウ
」
で
、
導
入
、
先
導
、
指
導
、
誘
導
、
半
導
体
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

８�　

「
備
」
の
音
読
み
は
「
ビ
」
で
、
備
品
、
準
備
、
設
備
、
整
備
、
配
備
、
不
備
、
軍
備
、
守
備
、
警

備
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

９　

「
垂
」
の
音
読
み
は
「
ス
イ
」
で
、
垂
直
、
垂
範
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

10　

「
額
を
集
め
る
」
と
は
「
寄
り
集
ま
っ
て
熱
心
に
相
談
す
る
こ
と
」
。

11　

「
営
」
の
音
読
み
は
「
エ
イ
」
で
、
造
営
・
営
業
・
経
営
・
運
営
・
営
利
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

12�　

「
厳
」
の
音
読
み
は
「
ゲ
ン
」
で
、
威
厳
、
厳
格
、
厳
重
、
厳
密
、
厳
禁
、
厳
罰
、
厳
守
な
ど
の
熟

語
が
あ
る
。

3
　

二
字
熟
語
の
組
み
立
て
は
、
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア　

類
義
字
を
重
ね
た
も
の
。

イ　

対
義
字
を
重
ね
た
も
の
。

ウ　

上
が
修
飾
語
で
下
が
被
修
飾
語
と
な
る
も
の
。

エ　

上
が
動
詞
で
下
が
そ
の
目
的
語
と
な
る
も
の
。

オ　

上
が
主
語
で
下
が
そ
の
述
語
と
な
る
も
の
。

カ　

「
不
・
無
・
未
・
非
」
な
ど
の
打
ち
消
し
の
接
頭
語
が
上
に
付
い
た
も
の
。

キ　

「
然
・
性
・
的
・
化
」
な
ど
の
接
尾
語
が
下
に
付
い
た
も
の
。

ク　

長
い
熟
語
の
一
部
を
省
略
し
た
も
の
。
入
学
試
験
→
入
試
。
短
期
大
学
→
短
大
（
７
）。

　

労
働
組
合
→
労
組
（
14
）。
国
際
連
合
→
国
連
（
24
）。


